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大学図書館システム『E-CatsLibrary』と
電子図書館サービス『LibrariE』の連携で

次世代の図書館像を創造
～追手門学院大学での導入事例～

いる」図書館です。

しかし、本当に先進的な点は外見だけではあり

ません。追手門学院大学では、図書館システムの

先進的な活用によって、従来の図書館の概念にと

らわれない新しい図書館の形を創造しようとして

いるのです。

■NECの図書館システムがさらに進化
紙の図書は、利用されなければ場所を取るだけ

で価値を生み出しません。いくら蔵書数が多くて

も、読まれない／利用されないのではあれば意味

がありません。その点において、湯浅俊彦　図

書・情報メディア部長は「蔵書数だけを誇っても

仕方がない」と語ります。「蔵書数以上に重要な

ことは、本という知的生産物をいかに利用するか。

そこにすべてがかかっています」。本を一個の知

的生産物として見れば、それが紙であろうと、電

子書籍であろうと、本質的な違いはないのです。

学校法人追手門学院 図書・情報メディア部長　湯浅俊彦氏

追手門学院大学 茨木総持寺キャンパス

■2019年４月に新キャンパスを開設
2018年に創立130周年を迎えた追手門学院大

学は、学院創立130周年事業の一環として「茨木

スマートコミュニティプロジェクト」に参画し、

一大文教地域の創造を目指して茨木総持寺キャン

パスを2019年４月に開設しました。新キャンパ

スには地域創造学部と国際教養学部を移転し、併

せて、経済学部など全学部の１年次生を対象とし

た初年次教育の拠点化、ならびに追手門学院中・

高等学校の全面移転も行っています。

大学の新校舎は、正三角形の形状とステンレス

の外壁による独創的な外観もさることながら、校

舎内に足を踏み入れると、あらゆる場所に図書や

雑誌が並んでいることに気付かされます。中でも

特に驚かされるのは、校舎内の中央に「浮かんで

図書館メインホール

現代は、学生が一人一台のデバイスを持つ

「BYOD（Bring Your Own Device）」の時代です。

そこで追手門学院大学が目指したのは、学生たち

が各々のPCやスマートフォンから図書館にアク

セスし、今まで以上の高度な情報検索を行える新

しい図書館像です。

そして、新しい図書館の形を追求する上で、そ

の基盤とも言えるものが図書館システムです。図

書館システムは図書の検索や本の貸し借りを行う
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書が両方とも出てくることが不可欠です」

ここで重要なテーマは「検索」です。今、図書

館のあり方を大きく変えうる動きとして「ディス

カバリーサービス」という取組みが始まっていま

す。ディスカバリーサービスとは、図書館が提供

する様々なリソースを同一のインターフェイスで

検索できるサービスのことです。追手門学院大学

の大学図書館では、電子図書の本文検索ができる

ディスカバリーサービスのさらなる活用を目指し

ています。例えば大阪府茨木市の歴史を調べよう

という際、時代小説などの文学の中に地理的な記

述が潜んでいることがありますが、既存の形態で

は発見が困難です。しかし、ディスカバリーサー

ビスを利用すればこうした情報にアクセスするこ

とも容易になります。

さらに追手門学院大学の図書館Webサイトから

は国立国会図書館の「図書館向けデジタル化資料

送信サービス」など外部の所蔵資料も検索でき、

国会図書館まで足を運ばなくても電子図書で閲覧

できるようになっています。これは外部のデータ

ベースがもつ所蔵情報等を『E-CatsLibrary』に

取り込み、検索条件による指定や、ファセットに

よる絞り込みができる仕組みにより実現していま

す。

「E-CatsLibraryとLibrariE、また国立国会図書

館によるデジタル化資料送信サービスの200万点

との連携によって、今までは出会えなかった資料

も発見できるようになっていくでしょう。今後、

追手門学院大学の図書館Webサイトは、様々なプ

ラットフォームをまたぐポータルとして活用され

ていくはずです」と湯浅氏は今後の展望を語りま

した。
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ためのシステムであり、追手門学院大学ではNEC

の『E-CatsLibrary（イーキャッツライブラリ）』

を利用しています。

さらに今回の新キャンパス開設を契機に、

2019年４月から小中高大学で、2020年６月から

はこども園・幼稚園で電子図書館サービスの

『LibrariE（ライブラリエ）』の利用も開始。そし

て2020年４月からは中高大学図書館で『E-

CatsLibrary』との連携サービスを開始しました。

『LibrariE』はタブレットやスマートフォンでも電

子書籍の貸出・返却ができるサービスであり、既

存の図書館システムとの連携は国内の大学図書館

では初の事例となります。
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『LibrariE』の書籍案内・利用イメージ

■様々な電子リソースの提供ポータルに
追手門学院大学はどのような図書館サービスを

実現しようとしているのか、湯浅氏に語ってもら

いました。

「ただ電子図書を導入するだけではなく、利用

者から見て、探している本がそこにあるとわかる

状態にしなければいけません。学生が調べたいテ

ーマでキーワードを入力すると、紙の本と電子図


